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フェリー建造調査特別委員会視察 
　平成22年３月定例会において、フェリーの新造船建造に関する調査を行うことを目的に、全議員
で構成するフェリー建造調査特別委員会(内田竹保委員長）が設置されました。 
　平成22年５月17日から20日の日程で、鹿児島県、佐賀県、熊本県、長崎県においてバリアフリー
対応型フェリー等の視察調査を行いました。 

フェリー建造調査特別委員会視察 
　平成22年３月定例会において、フェリーの新造船建造に関する調査を行うことを目的に、全議員
で構成するフェリー建造調査特別委員会(内田竹保委員長）が設置されました。 
　平成22年５月17日から20日の日程で、鹿児島県、佐賀県、熊本県、長崎県においてバリアフリー
対応型フェリー等の視察調査を行いました。 

写真：フェリーみしまの船員と視察団 写真：フェリーみしまの船員と視察団 

▲身障者用スロープとエレベーター ▲バリアフリー化粧室 

▲フェリーニューこしき〔鹿児島県　甑(こしき)島〕 ▲エメラルドからつ〔長崎県　壱岐島〕 ▲造船所視察 



討 論 討 論 討 論 賛 成 賛 成 反 対 反 対 

内田 竹保 議員 

内田 竹保 議員 

名嘉 實 議員 

　これまで難渋した黒糖工場建設が関係機関との合意形成
や支援協力により、工事着工に向けて着々と準備が進められ
ている。これまでの粘り強く、ぶれない姿勢で臨んだ村当局
に対し敬意を表する。 
　本予算案には、懸案事項であったフェリー代船建造計画が、
旧軍飛行場用地問題地主会の皆さんの伊江村の振興に対す
る熱い思いがあり、今回の予算化に至った。また、これまで
議会側から提案、要望をしてきた出産待機時の宿泊及び妊
婦健診時の船賃助成、高校生の船賃助成、幼児童生徒のバ
ス賃助成等も継続して予算化されている。 
　ラム酒製造の委託管理先等については、いささか疑問が残
るが、行政の支援を受け、委託先が企業努力に一丸となって
取り組み不安を払拭する体制構築を期待したい。 
　今回、畜産業において優良繁殖雌牛の更新事業助成金が新
設された。今議会中、各議員から提案、要望が出された子牛
生産奨励金の復活についても今後再検討してほしい。 
　施政方針には、11項目の多岐にわたり主要施策が示され、
村長の村政運営に並々ならぬ意欲がうかがえる。経済、景気
不況から脱しえない現状の中、村民が心を一つにして取り
組めば、明るい展望が開けるものと確信し、賛成討論とする。 

　平成22年第３回（３月）定例会を、３月９日から18日までの10日間の会期で開きました。 
　本定例会では、平成22度一般会計及び特別会計当初予算をはじめ、平成21年度補正予算、議員提出の意見書・決議案な
ど40件の議案を審議し、すべて原案のとおり可決しました。（審議結果の概要は４～５ページをご覧ください。） 
　また、開会初日には村長の施政方針が表明されたほか、一般質問が行われ、４人の議員が村の対応や考えを問いただし
ました。 

　平成22年第３回（３月）定例会を、３月９日から18日までの10日間の会期で開きました。 
　本定例会では、平成22度一般会計及び特別会計当初予算をはじめ、平成21年度補正予算、議員提出の意見書・決議案な
ど40件の議案を審議し、すべて原案のとおり可決しました。（審議結果の概要は８～９ページをご覧ください。） 
　また、開会初日には村長の施政方針が表明されたほか、一般質問が行われ、４人の議員が村の対応や考えを問いただし
ました。 

　議会費の条例改定と整合性のない予算計上については、条
例改定の方法と予算編成の時期がずれたためという説明だっ
たが、予算とはいえ、予算には条例改定による数値の変動を反
映させるべきである。 
　農林水産業費では、１農家当たり１頭、180頭分を助成す
る優良繁殖雌牛更新助成金が予算計上されたが、その成果が
出るまでは３年以上の時間を要し、和牛生産者の経営危機を
克服するための対策としては即効性に欠ける。村農業の重要
分野である畜産業に対して村独自の緊急対策を行うことを強
く望む。 
　商工費のラム酒製造委託金に関して、委託先予定の伊江村
農産物食品加工センターは、今後６年間の赤字計画である。
ラム酒等の製造収支計画は、３年目には黒字になる計画だが、
机上の計画が実現できるかどうか疑問だ。金融機関から融資
も受けられない赤字企業に、２年間で2,500万円もの大金を
かけて製品開発を委託し、計画どおり行かなかった場合どう
するのか、村は明確な方針を持つべきである。 
　土木費では、これまで分散して計上されていた事業費が統
一して計上された。このように事業費を移動すると、款ごと
の決算を過去数年間の比較をする場合に支障を来す。これま
でどおりの予算計上の方法に戻すべきである。 
　本予算案にも自衛官募集業務委託金が計上された。自衛隊
の強化に反対する立場から、自衛官募集業務委託金は返上す
べきであることを要求し反対討論とする。 

　本予算案に対しこれまで反対を続けてきた理由は、米軍の
航送は①米軍の訓練に村が積極的に加担することになる。②
米軍が運ぶ物資に危険物があるかないか確認できていない。
③不気味で怖いと感じている乗船客がおり観光客にも良い印
象を与えない。④米兵がターミナルの廊下等にたむろし迷惑
である。⑤船員からも迷惑車両だという声がある。 
　タンクローリーについては、危険物であるかどうか毎回チ
ェックしている。たむろをしないよう米軍に申し入れている
との答弁があり一定の前進ではあるが、戦争準備の訓練に村
が積極的に加担すること。乗船客に不気味で怖いという不安
感を与えることについては解消されていない。　 
　本予算案にも米軍の航送計画が入っている。米軍の訓練に
村が積極的に加担する本予算案には反対する。 

　一般会計予算全体については賛成である。しかし、ぜひとも
子牛生産奨励金の復活を実現してもらいたい。予備費から子牛
生産奨励金の1,000万円を計上して、歳入歳出合計45億8,500
万円になるよう希望する。 

　離島村であるがゆえに生活基盤である交通手段と経済を支え
る交通機関としてフェリーが果す役割は大きい。 
　今回の建造計画に当たっては、旧軍飛行場用地問題地主会の
皆さんが歴史に残る英断をされたことに敬意を表する。 
　本村は、フェリー２隻を所有しているが、建造以来「いえし
ま」が23年、「ぐすく」が18年経過し、バリアフリー化が乏
しく、高齢者や体の不自由な方々が不便を来している現状にあ
り、新造船にはバリアフリー化が図られるものと期待し、今後
とも安定した船舶運航事業経営が見込まれることから、本案に
賛成する。 

子牛生産奨励金の復活を望む 

子牛生産奨励金に1,000万円を 

バリアフリー化された新造船に期待 

【一般会計予算】 【一般会計予算】 

【船舶運航事業会計予算】 

【船舶運航事業会計予算】 

【
歳
出
】 

ラム酒製造委託について明確な方針を 

米軍の訓練に加担するな 

平成22年 

　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
が
前
年
度
に
比
べ
８
．

８
％
の
増
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、
国
補
助
に

よ
る
ア
マ
ギ
溜
池
改
修
工
事
、
県
の
補
助
に
よ
る

フ
ェ
リ
ー
建
造
事
業
、
渡
り
地
地
区
・
東
前
地
区

の
畑
か
ん
施
設
整
備
、
西
崎
地
区
の
防
風
林
整
備

等
、
事
業
費
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

第３回 
3月定例会 
第３回 

3月定例会 前年度比３億7,300万円（8.8％）の増 前年度比３億7,300万円（8.8％）の増 

議会費 

総務費 

民生費 

衛生費 

労働費 

農林水産業費 

商工費 

土木費 

教育費 

公債費 

諸支出金 

　　消防費 

　　災害復旧費 

　　予備費 

6,278万9千円 

4億5,594万8千円 

7億8,591万2千円 

2億1,278万8千円 

5,983万円 

16億2,691万円 

1億4,448万円 

1億9,532万7千円 

3億8,737万1千円 

3億3,129万1千円 

2億5,345万5千円 

1,539万7千円 

350万2千円 

5,000万円 

そ
の
他 

名嘉 實 議員 

友寄 祐吉 議員 

民生費 
(17.1%) 衛生費 

(4.6%)

労働費 
(1.3%)

農林水産業費 
(35.5%)

総務費 
(9.9%)

議会費(1.4%)
その他(1.5%)

諸支出金(5.5%)

公債費 
(7.2%)

教育費(8.4%)

土木費 
(4.3%)

商工費 
(3.2%)

議会広報　いえそん　（2） 



　平成２２年度各会計の当初予算案は、全議員で構成する予算審査特別委員会に付託され、
執行部に関係資料の提出や説明を求めるなど、集中的に審査を行いました。 
　その結果、付託された７議案は、すべて原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

　平成２２年度各会計の当初予算案は、全議員で構成する予算審査特別委員会に付託され、
執行部に関係資料の提出や説明を求めるなど、集中的に審査を行いました。 
　その結果、付託された７議案は、すべて原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

【平成22年度　会計別当初予算】 

【
歳
入
】 

平成22年度 
予 算 総 額 
平成22年度 
予 算 総 額 
平成22年度 
予 算 総 額 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
質
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問
　
　
ゴ
ル
フ
場
の
中
に
テ
ィ
ー
ツ
ィ
ギ

シ
ガ
マ
が
あ
る
が
、
そ
こ
は
集
団
自
決
の

場
で
あ
り
、
あ
の
一
帯
は
、
い
わ
ば
聖
地

で
あ
る
。
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え

る
の
が
我
々
の
役
目
だ
。
隣
接
す
る
ア
ハ

シ
ャ
ガ
マ
と
道
路
で
つ
な
ぐ
等
、
何
と
か

戦
跡
と
し
て
残
せ
な
い
か
。 

 

答
　
　
内
部
で
も
い
ろ
い
ろ
検
討
中
だ
が

ゴ
ル
フ
場
と
の
兼
ね
合
い
等
も
あ
り
、
な

か
な
か
手
が
つ
け
ら
れ
ず
、
結
論
に
至
っ

て
い
な
い
。
総
合
的
に
今
一
度
検
討
し
た
い
。 

 

問
　
　
優
良
繁
殖
雌
牛
更
新
助
成
は
該
当

す
る
人
、
し
な
い
人
が
出
て
く
る
。
畜
産

農
家
か
ら
は
、
子
牛
生
産
奨
励
金
の
復
活

を
願
う
声
が
あ
る
。
今
は
畜
産
に
力
を
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答
　
　
子
牛
生
産
奨
励
金
は
、
農
家
に
あ

ま
り
喜
ば
れ
な
い
と
の
意
見
等
も
あ
り
、

行
政
改
革
の
中
で
削
減
し
た
経
緯
が
あ
る
。

そ
れ
ら
が
本
当
に
必
要
な
の
か
、
再
度
、

十
分
検
討
し
た
上
で
、
予
算
の
方
向
付
け

を
し
た
い
。 

 

問
　
　
ラ
ム
酒
・
カ
ク
テ
ル
・
ソ
ー
ダ
製

造
の
委
託
料
に
、
平
成
22
年
度
１
５
０
０

万
円
、
平
成
23
年
度
１
０
０
０
万
円
を
支

出
予
定
だ
が
、
収
支
計
画
ど
お
り
に
い
か

な
か
っ
た
場
合
、
そ
れ
以
後
も
村
は
お
金

を
出
し
て
い
く
の
か
。 

 

答
　
　
赤
字
は
企
業
サ
イ
ド
で
解
決
す
べ

き
も
の
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
行
政
が
つ

く
っ
て
、
民
間
に
そ
う
い
っ
た
可
能
性
を

挑
戦
さ
せ
な
が
ら
、
企
業
で
い
ろ
い
ろ
計

画
を
練
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
思
う
。

自
立
で
き
る
企
業
を
育
成
し
て
い
っ
て
初

め
て
伊
江
村
の
将
来
像
が
出
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。 

 

問
　
　
政
府
は
新
年
度
か
ら
太
陽
光
設
置

補
助
を
行
う
予
定
だ
。
各
区
公
民
館
に
太

陽
光
を
導
入
す
る
計
画
は
な
い
か
。 

 

答
　
　
設
置
工
事
は
国
の
事
業
で
も
で
き

る
が
、
７
、
８
年
後
、
取
り
替
え
時
期
が

き
た
と
き
の
経
費
や
維
持
管
理
費
を
村
単

費
で
負
担
で
き
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。

今
す
ぐ
に
設
置
す
る
と
は
明
言
で
き
な
い
。 

 

問
　
　
こ
の
１
年
間
、
メ
ッ
シ
ュ
サ
ポ
ー

ト
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
多
く
の
方
々
の
支

援
に
よ
っ
て
稼
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

４
月
か
ら
の
運
航
は
決
ま
っ
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。
本
村
も
い
く
ら
か
拠
出
を
す

る
必
要
は
な
い
か
。 

 

答
　
　
こ
れ
ま
で
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
等
で
様
々

な
支
援
を
し
て
き
た
が
、
今
後
も
で
き
る

だ
け
支
援
体
制
は
整
え
る
べ
き
と
考
え
る
。

行
政
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
、
更
に
検

討
し
た
い
。 

 

問
　
　
深
海
ザ
メ
の
新
漁
法
開
拓
漁
具
購

入
補
助
金
で
今
回
は
何
隻
、
何
％
補
助
率

で
の
計
算
か
。 

 

答
　
　
申
請
予
定
は
４
名
で
あ
る
。
漁
具

購
入
に
１
２
０
万
を
見
込
ん
で
お
り
、
そ

の
う
ち
30
％
の
補
助
率
で
36
万
を
漁
協
に

助
成
す
る
。 

 

問
　
　
小
麦
の
害
鳥
に
つ
い
て
対
処
策
は

な
い
の
か
。 

 

答
　
　
キ
ン
バ
ラ
と
い
う
ス
ズ
メ
の
仲
間

で
あ
る
留
鳥
で
、
夏
場
は
牧
草
の
種
を
食

べ
て
い
る
。
今
後
、
研
究
機
関
と
も
相
談

し
て
対
策
を
考
え
た
い
。 

村税 

　　分担金及び負担金 

　　使用料及び手数料 

　　財産収入 

　　寄附金 

　　繰入金 

　　繰越金 

　　諸収入 

地方交付税 

国庫支出金 

県支出金 

村債 

　　地方譲与税 

　　利子割交付金 

　　県民税配当割市町村交付金 

　　株式等譲渡所得割交付金 

　　地方消費税交付金 

　　ゴルフ場利用税交付金 

　　自動車取得税交付金 

　　国有提供施設等所在市町村交付金 

　　地方特例交付金 

　　交通安全対策特別交付金 

2億7,408万9千円 

2,550万1千円 

6,783万5千円 

1億1,125万5千円 

2千円 

6,289万2千円 

1千円 

3,200万7千円 

17億2,000万円 

4億7,145万6千円 

14億5,250万1千円 

1億9,480万円 

5,027万5千円 

60万7千円 

13万8千円 

9万1千円 

3,258万6千円 

248万6千円 

1,098万1千円 

6,606万2千円 

766万5千円 

177万円 

自
主
財
源 

依
存
財
源 

そ
の
他 

そ
の
他 

　　　　会計名 

一般会計 

診療所特別会計 

国民健康保険特別会計 

老人保健特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

水道事業会計 

船舶運航事業会計 

　　　　合　計 

予算額　　　 

45億8,500万円 

１億5,100万円 

9億7,900万円 

21万2千円 

5,400万円 

1億4,333万１千円 

5億457万3千円 

64億1,711万6千円 

前年度比増減額  

3億7,300万円 

△700万円 

1,600万円 

△88万8千円 

100万円 

0 

△819万9千円 

3億7,391万3千円 

伸率　 

8.8％ 

△4.4％ 

1.6％ 

1.8％ 

△80.7％ 

0 

△1.6％ 

6.2％ 

県支出金 
(31.7%)

国庫支出金 
(10.3%)

地方交付税 
(37.5%)

その他 
(6.5%)

村税(6.0%)
その他(3.8%)

村債(4.2%)

自主財源 
(12.5%)

依存財源 
(87.5%)

（3）　議会広報　いえそん 



３
月
定
例
会
　
一
般
質
問
　
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
　
村
政
を
問
う
」
 

３
月
定
例
会
　
一
般
質
問
　
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
　
村
政
を
問
う
」
 

島袋 義範 議員 島袋 義範 議員 

村独自の緊急経済支援対策を 
実施せよ 

村長／国の支援を受けながら、 
　　　　　並行して検討する 

問
　
長
引
く
不
況
の
中
で
肉
用

牛
の
価
格
が
低
迷
し
、
「
牛
ど

こ
ろ
伊
江
島
」
と
い
え
ど
も
他

に
も
れ
ず
今
年
の
初
セ
リ
は
、

前
回
の
セ
リ
価
格
に
比
べ
一
頭

当
た
り
１
万
３
０
０
０
円
余
も

安
く
な
っ
た
。
畜
産
農
家
の
皆

さ
ん
は
、
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
ら
れ
た
と
思
う
。
こ
の
ま

ま
安
値
状
態
が
続
け
ば
、
畜
産

経
営
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
は

難
し
く
、
廃
業
す
る
方
も
出
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す

る
。 

　
ま
た
、
漁
業
面
で
は
、
昨
今
、

魚
の
価
格
の
安
値
が
続
い
て
い

る
上
に
、
平
成
19
年
度
か
ら
平

成
20
年
度
に
か
け
て
好
調
だ
っ

た
ソ
デ
イ
カ
の
販
売
価
格
は
ピ

ー
ク
時
の
キ
ロ
当
た
り
８
５
０

円
か
ら
今
年
は
５
０
０
円
ま
で

値
下
が
り
し
、
一
部
で
は
販
売

で
き
ず
在
庫
を
抱
え
て
い
る
状

況
が
続
い
て
い
る
。
ソ
デ
イ
カ

漁
は
、
遠
く
南
北
大
東
島
付
近

で
の
操
業
と
な
り
燃
料
費
が
高

く
つ
く
こ
と
か
ら
、
出
航
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
赤
字
に
な
り
出
漁

を
見
合
わ
せ
る
方
も
い
る
。 

　
そ
こ
で
、
こ
の
経
済
不
況
を

少
し
で
も
支
援
す
る
た
め
に
、

村
独
自
に
よ
る
緊
急
経
済
支
援

策
を
早
急
に
実
施
す
べ
き
だ
と

考
え
る
。
行
政
改
革
等
で
助
成

が
廃
止
さ
れ
、
ま
た
は
助
成
額

が
減
額
さ
れ
た
各
種
補
助
事
業

の
一
時
的
復
活
や
現
行
の
補
助

制
度
の
補
助
額
を
増
額
し
、
村

民
経
済
を
支
援
で
き
な
い
か
。 

  

答
　
牛
肉
需
要
の
低
下
に
伴
い

子
牛
価
格
が
下
落
、
低
迷
し
畜

産
経
営
は
厳
し
い
。
村
内
の
セ

リ
市
は
買
い
手
市
場
と
な
っ
て

お
り
高
齢
母
牛
か
ら
産
子
さ
れ

る
子
牛
は
優
良
系
統
子
牛
で
さ

え
買
い
叩
か
れ
る
状
況
だ
。
現

在
課
題
に
な
っ
て
い
る
高
齢
母

牛
の
更
新
を
図
る
べ
く
、
平
成

22
年
度
か
ら
「
伊
江
村
優
良
繁

殖
雌
牛
更
新
事
業
」
を
新
規
事

業
と
し
て
予
算
計
上
し
、
今
後

３
カ
年
で
高
齢
母
牛
の
更
新
を

支
援
す
る
計
画
で
あ
る
。 

　
本
村
の
漁
業
生
産
額
で
最
も

大
き
い
ソ
デ
イ
カ
だ
が
、
平
成

20
年
度
か
ら
燃
油
の
高
騰
に
よ

り
、
漁
家
経
営
は
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
現
在
、
燃
油
の
価
格

は
落
ち
着
い
て
き
て
い
る
が
ま

だ
予
断
は
許
さ
な
い
。
新
年
度

か
ら
村
単
独
の
助
成
事
業
と
し

て
、
ア
イ
ザ
メ
の
新
漁
法
に
対

す
る
助
成
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

新
規
事
業
で
あ
る
「
離
島
漁
業

再
生
支
援
事
業
」
を
活
用
し
て

新
た
な
加
工
品
の
開
発
、
販
売

促
進
を
支
援
し
、
漁
家
の
所
得

向
上
を
図
り
た
い
。 

   

問
　
平
成
20
年
度
で
廃
止
と
な

っ
た
子
牛
生
産
奨
励
費
の
復
活
、

平
成
20
年
度
国
に
よ
っ
て
実
施

さ
れ
て
い
た
飼
料
の
助
成
、
漁

船
の
燃
料
助
成
、
養
殖
漁
業
の

飼
料
代
の
助
成
、
あ
る
い
は
、

さ
と
う
き
び
・
葉
た
ば
こ
等
へ

の
肥
料
費
購
入
補
助
金
の
新
設

と
い
っ
た
農
家
支
援
や
漁
家
支

援
を
こ
の
不
況
が
落
ち
着
く
ま

で
の
二
、
三
年
の
間
、
期
限
を

定
め
て
で
も
、
具
体
的
な
村
民

経
済
支
援
を
村
で
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。 

 

答
　
子
牛
生
産
奨
励
金
よ
り
は
、

早
急
に
高
齢
母
牛
の
買
い
替
え

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

今
回
、
優
良
母
牛
の
購
入
費
助

成
を
考
え
て
い
る
。
本
村
の
財

政
は
、
ほ
と
ん
ど
が
国
、
県
の

依
存
財
源
に
頼
っ
て
お
り
、
ゆ

と
り
の
あ
る
状
況
で
は
な
い
。

国
、
県
の
支
援
状
況
を
把
握
し
、

そ
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
並

行
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
ベ

タ
ー
だ
と
考
え
る
。 

  

問
　
本
村
は
こ
れ
ま
で
歴
代
為

政
者
の
賢
い
財
政
運
営
に
よ
っ

て
、
財
政
調
整
基
金
が
同
規
模

市
町
村
と
比
べ
て
も
多
く
積
み

立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が

将
来
の
財
政
運
営
健
全
化
の
た

め
の
積
立
金
で
あ
る
こ
と
は
百

も
承
知
だ
が
、
こ
の
不
況
下
に

お
い
て
は
、
村
民
の
経
済
支
援

の
た
め
に
緊
急
支
出
も
や
む
を

得
な
い
の
で
は
。 

 

答
　
今
年
か
ら
来
年
に
向
け
て

大
型
事
業
の
拠
出
金
が
出
て
く

る
。
財
調
の
取
り
崩
し
は
、
後

年
度
に
お
け
る
財
政
支
援
の
計

画
、
地
域
振
興
の
あ
り
方
等
を

勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
そ
れ
ら
の
支
援
を
全
く
し
な

い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
漁
協

や
和
牛
改
良
組
合
と
の
調
整
、

村
民
の
動
向
も
把
握
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。 

議会広報　いえそん　（4） 



３
月
定
例
会
　
一
般
質
問
　
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
　
村
政
を
問
う
」
 

３
月
定
例
会
　
一
般
質
問
　
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
　
村
政
を
問
う
」
 

渡久地政雄 議員 渡久地政雄 議員 

村長／防災計画を早期に見直し、啓蒙活動を行う 

本村の防災体制はどうなっているか 

 

                           

問
　
２
月
27
日
午
前
５
時
31

分
ご
ろ
、
沖
縄
本
島
近
海
を

震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
６
・
９
の
強
い
地
震
が

あ
り
、
本
村
も
震
度
３
弱
を

記
録
し
た
。
大
き
な
災
害
も

な
く
安
堵
し
て
い
た
が
、
翌

日
28
日
に
は
、
チ
リ
地
震
の

影
響
で
午
前
９
時
33
分
に
津

波
警
報
が
発
令
さ
れ
、
本
村

に
お
い
て
も
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
、
消
防
団
員
や
役
場

職
員
を
招
集
し
、
海
岸
線
の

パ
ト
ロ
ー
ル
や
老
人
ホ
ー
ム

い
え
し
ま
や
具
志
団
地
住
民

へ
避
難
指
示
を
行
う
な
ど
、

村
民
の
安
全
確
保
に
頑
張
っ

て
い
た
だ
い
た
。 

　
沖
縄
に
は
大
き
な
地
震
は

な
い
と
思
っ
て
い
た
の
は
間

違
い
だ
っ
た
。
い
ざ
と
い
う

と
き
の
避
難
場
所
や
避
難
経

路
な
ど
を
普
段
か
ら
考
え
て

お
く
べ
き
だ
と
感
じ
た
。
こ

の
２
日
間
の
教
訓
を
生
か
し

今
後
の
防
災
体
制
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
す

る
た
め
次
の
こ
と
を
質
問
す
る
。 

①
村
内
に
お
い
て
地
震
な
ど

の
場
合
、
避
難
場
所
と
し
て

指
定
で
き
る
場
所
は
ど
こ
の

施
設
が
あ
る
か
。 

②
避
難
場
所
へ
の
誘
導
方
法

等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ

れ
て
い
る
か
。
住
民
へ
今
後

ど
の
よ
う
に
啓
蒙
し
て
い
く
か
。 

 

答
　
①
現
在
、
避
難
場
所
と

し
て
指
定
し
て
い
る
の
は
、

各
区
の
公
民
館
、
中
央
公
民
館
、

改
善
セ
ン
タ
ー
、
３
学
校
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

避
難
場
所
は
す
べ
て
の
災
害

に
適
用
し
な
い
。
例
え
ば
、

津
波
が
数
メ
ー
ト
ル
規
模
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
と
予
想

さ
れ
た
場
合
は
、
阿
良
区
の

公
民
館
等
、
低
地
に
あ
る
施

設
は
避
難
場
所
と
し
て
適
当

で
は
な
い
。
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ

ー
ス
で
避
難
場
所
を
指
定
す

る
必
要
が
あ
り
、
場
合
に
よ

っ
て
は
、
指
定
し
て
い
な
い

公
共
施
設
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

は
に
く
す
に
等
）
も
事
態
に

合
わ
せ
指
定
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

②
「
伊
江
村
地
域
防
災
計
画
」

が
あ
る
。
そ
の
計
画
で
示
さ

れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

災
害
時
に
お
け
る
避
難
場
所

の
指
定
、
誘
導
、
広
報
活
動
、

負
傷
者
へ
の
対
応
、
炊
き
出
し
、

各
機
関
へ
の
応
援
依
頼
等
を

行
う
が
、
最
近
で
は
各
種
組
織
・

連
絡
体
制
が
細
分
化
、
複
雑

化
し
、
現
状
に
即
し
た
計
画

と
な
っ
て
い
な
い
。 

　
ま
た
、
12
月
補
正
で
計
上

し
た
「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
整
備
事
業
」
で
整
備
す

る
シ
ス
テ
ム
で
は
、
地
震
や

津
波
が
発
生
し
た
場
合
、
気

象
庁
か
ら
無
線
に
よ
り
自
動

で
機
器
を
起
動
し
、
屋
外
放

送
施
設
や
戸
別
受
信
機
で
村

民
に
よ
り
早
く
災
害
発
生
情

報
を
伝
達
す
る
こ
と
が
で
る
。

そ
の
整
備
と
同
時
進
行
し
な

が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
い
う

ち
に
防
災
計
画
の
見
直
し
を

行
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
誌
を
通
じ
て
啓
蒙
活
動
を

行
う
。 

 

問
　
一
人
住
ま
い
の
高
齢
者
、

老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
関
係
の
方
々

等
の
避
難
場
所
を
優
先
的
に

設
備
の
整
っ
た
改
善
セ
ン
タ

ー
に
で
き
な
い
か
。 

 

答
　
可
能
で
あ
る
。
老
人
、

幼
児
、
子
ど
も
や
女
性
、
病

弱
な
方
々
を
優
先
的
に
や
る

べ
き
だ
と
思
う
。 

  

問
　
今
回
の
地
震
等
に
限
ら
ず
、

身
近
で
急
病
人
や
事
故
な
ど

急
を
要
す
る
事
態
に
遭
遇
す

る
と
、
人
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥

っ
て
、
ど
こ
に
連
絡
を
し
た

ら
い
い
の
か
、
瞬
時
に
判
断

で
き
な
く
な
る
と
思
う
。
今

後
、
災
害
・
緊
急
時
に
応
じ

た
連
絡
先
、
電
話
番
号
等
を

見
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
く

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て

各
家
庭
に
配
布
で
き
な
い
か
。 

 

答
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
早
期
に

整
備
し
、
各
家
庭
に
お
け
る

緊
急
安
心
・
安
全
で
こ
の
島

に
住
め
る
よ
う
な
環
境
、
連

絡
網
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。  

（5）　議会広報　いえそん 



３
月
定
例
会
　
一
般
質
問
　
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
　
村
政
を
問
う
」
 

３
月
定
例
会
　
一
般
質
問
　
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
　
村
政
を
問
う
」
 

名嘉　實 議員 名嘉　實 議員 

肉用子牛・重要野菜の 
価格安定対策事業の 
見直しを 
農林水産課長／県への要請を検討する 

問
　
県
和
牛
子
牛
価
格
安
定
特

別
対
策
事
業
は
、
県
内
６
市
場

の
規
格
雌
子
牛
の
平
均
価
格
が

基
準
価
格
（
27
万
３
０
０
０
円
）

を
下
回
っ
た
場
合
に
補
て
ん
金

が
交
付
さ
れ
る
。 

　
本
村
の
雌
子
牛
セ
リ
価
格
は
、

平
成
17
年
12
月
の
46
万
４
０
０

０
円
を
ピ
ー
ク
に
、
平
成
21
年

10
月
の
26
万
円
ま
で
下
落
し
、

低
迷
を
続
け
て
い
る
。
平
成
21

年
５
月
と
11
月
の
二
度
、
補
て

ん
金
が
交
付
さ
れ
た
が
、
飼
料

等
の
高
騰
に
よ
っ
て
畜
産
経
営

は
非
常
に
厳
し
い
。
補
て
ん
金

交
付
基
準
価
格
を
生
産
費
の
上

昇
を
反
映
し
た
額
に
見
直
す
べ

き
で
は
な
い
か
。 

 

答
　
基
準
価
格
は
平
成
20
年
７

月
に
27
万
円
か
ら
27
万
３
０
０

０
円
に
増
額
さ
れ
て
い
る
。
平

成
21
年
度
は
、
月
ご
と
（
本
来

は
４
半
期
）
の
販
売
平
均
価
格

に
対
し
て
補
て
ん
金
を
交
付
す

る
改
善
も
行
わ
れ
て
い
る
。 

　
制
度
は
県
の
負
担
金
だ
け
で

成
り
立
っ
て
お
ら
ず
、
２
分
の

１
は
生
産
者
負
担
で
も
あ
る
の

で
、
生
産
者
の
意
向
も
確
認
し
、

子
牛
の
市
況
の
推
移
を
考
慮
し

な
が
ら
、
県
連
絡
協
議
会
で
県

に
対
し
て
要
請
を
検
討
す
る
。 

  

問
　
わ
ず
か
３
０
０
０
円
の
引

き
上
げ
で
あ
り
、
補
て
ん
金
が

交
付
さ
れ
た
の
も
わ
ず
か
２
回

で
あ
る
。
セ
リ
の
平
均
単
価
が

生
産
費
を
下
回
っ
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
再
生
産
は
不
可
能

で
あ
る
。
基
準
価
格
の
改
定
ま

で
あ
と
１
年
以
上
あ
る
が
、
果

た
し
て
そ
の
間
、
畜
産
農
家
は

生
き
残
っ
て
い
け
る
の
か
。
保

証
基
準
価
格
の
改
定
を
強
く
求

め
る
と
同
時
に
、
こ
の
改
定
が

さ
れ
る
ま
で
村
独
自
の
農
家
支

援
策
を
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長
は
ど
う
考
え
る
か
。 

 

答
　
現
段
階
で
は
高
齢
母
牛
の

更
新
奨
励
を
考
え
て
い
る
。
生

産
費
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

和
牛
改
良
組
合
や
畜
産
農
家
の

皆
さ
ん
か
ら
直
接
、
具
体
的
な

話
は
上
が
っ
て
い
な
い
。
ひ
と

つ
の
課
題
と
し
て
十
分
検
討
し

な
が
ら
、
財
政
的
な
面
も
考
慮

し
今
後
に
備
え
た
い
。 

  
問
　
重
要
野
菜
価
格
安
定
対
策

事
業
の
対
象
と
な
る
村
内
産
野

菜
は
、
県
内
市
場
で
ト
ウ
ガ
ン

と
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
。
県
外
市
場
で

イ
ン
ゲ
ン
、
ト
ウ
ガ
ン
、
里
芋
、

ゴ
ー
ヤ
ー
の
４
品
目
で
あ
る
。 

　
ト
ウ
ガ
ン
の
売
り
上
げ
は
、

平
成
13
年
度
、
１
億
６
６
０
０

万
円
余（
生
産
約
１
０
２
９
㌧
）

か
ら
平
成
20
年
度
、
２
２
２
６

万
円
（
約
１
６
５
㌧
）
ま
で
衰

退
し
て
い
る
。
減
産
の
最
大
要

因
は
単
価
の
下
落
で
あ
る
。
価

格
安
定
対
策
の
基
準
価
格
に
は
、

保
証
基
準
価
格
と
最
低
基
準
価

格
が
あ
り
、
周
辺
離
島
は
１
８

０
円
〜
１
６
０
円
で
、
１
６
０

円
以
下
は
保
証
対
象
に
は
な
ら

な
い
。
こ
の
し
く
み
を
改
善
し
、

肥
料
、
燃
料
、
農
薬
等
の
生
産

費
の
高
騰
を
反
映
し
た
も
の
に

見
直
せ
な
い
か
。 

 

答
　
こ
の
事
業
の
目
的
は
、
県

外
市
場
で
保
証
基
準
価
格
を
下

回
っ
た
場
合
、
本
土
市
場
ま
で

の
輸
送
経
費
を
補
て
ん
す
る
も

の
で
あ
る
。
制
度
上
、
１
６
０

円
以
下
は
輸
送
経
費
に
含
ま
れ

な
い
た
め
対
象
外
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
22

年
度
ま
で
の
３
年
間
は
最
低
基

準
価
格
の
見
直
し
は
で
き
な
い
。 

　
こ
の
制
度
も
県
・
市
町
村
の

負
担
金
だ
け
で
な
く
３
分
の
１

は
生
産
者
負
担
で
も
あ
る
の
で
、

生
産
者
の
意
向
も
確
認
し
、
高

騰
時
に
特
別
制
度
を
設
け
ら
れ

な
い
か
、
県
連
絡
協
議
会
で
県

に
対
し
て
要
請
を
検
討
す
る
。 

  

問
　
ト
ウ
ガ
ン
の
場
合
、
現
制

度
の
補
て
ん
金
額
は
最
大
で
20

円
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の

輸
送
費
は
、
伊
江
島
か
ら
県
外

ま
で
キ
ロ
当
た
り
約
40
円
か
か

る
。
交
付
金
額
の
合
計
も
５
月

で
95
万
円
（
73
㌧
）
、
６
月
で

81
万
円
（
40
㌧
）
と
わ
ず
か
で

あ
る
。
最
低
基
準
価
格
を
改
定

し
交
付
額
を
倍
に
す
る
こ
と
で
、

農
家
の
生
産
意
欲
も
増
す
の
で

は
な
い
か
。 

 

答
　
県
農
林
水
産
部
と
の
連
絡

協
議
会
の
な
か
で
、
共
通
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
て
い
け
れ
ば

と
思
う
。
そ
れ
ま
で
に
農
家
と

話
し
合
い
を
持
っ
て
、
今
後
の

対
策
、
要
望
等
を
聞
い
て
い
き

た
い
。 

○
そ
の
他
の
質
問
○ 

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
医

薬
品
）の
使
用
促
進
に
つ
い
て
」 

　
価
格
の
安
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
使
用
促
進
は
、

国
保
税
の
軽
減
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
が
、
村
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

か
。 

議会広報　いえそん　（6） 



３
月
定
例
会
　
一
般
質
問
　
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
　
村
政
を
問
う
」
 

３
月
定
例
会
　
一
般
質
問
　
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
　
村
政
を
問
う
」
 

内田 竹保 議員 内田 竹保 議員 

教育長／地道な取り組みで 
　　　　方言を使う気運を高めていく 

イージマグチを後世へ 

　議会の内容をさらに
詳しく知りたい方は、
各区公民館、中央公民
館図書室、村議会ホー
ムページで会議録をご
覧ください。 

詳しくは‥ 

問
　
伊
江
島
の
方
言
（
イ
ー

ジ
マ
グ
チ
）
は
戦
前
、
戦
後

を
通
じ
村
民
だ
れ
も
が
主
流

で
あ
っ
た
が
、
生
活
様
式
の

変
化
や
世
代
交
代
に
よ
っ
て

共
通
語
が
主
流
に
な
り
、
近

年
イ
ー
ジ
マ
グ
チ
が
だ
ん
だ

ん
衰
退
し
て
い
る
。
イ
ー
ジ

マ
グ
チ
は
他
地
域
に
類
を
見

な
い
ア
ク
セ
ン
ト
で
、
共
通

語
（
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
）
で
は

表
現
で
き
な
い
、
純
粋
に
語

り
か
け
る
素
朴
さ
や
情
が
あ
る
。 

　
現
在
、
夕
刻
の
帰
宅
放
送

や
両
小
学
校
の
学
芸
会
で
方

言
を
導
入
す
る
な
ど
学
校
現

場
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
が
、
現
状
は
、
小
中
学
生

の
み
で
な
く
青
年
層
の
ほ
と

ん
ど
が
、
シ
マ
グ
チ
が
言
え

な
い
、
聞
け
な
い
状
況
で
あ
り
、

後
世
に
残
す
た
め
に
も
大
き

な
課
題
だ
と
考
え
る
。 

　
こ
れ
ま
で
の
学
校
現
場
や

青
年
層
へ
の
方
言
指
導
、
取

り
組
み
状
況
は
。 

 
答
　
学
芸
会
に
お
け
る
取
り

組
み
の
ほ
か
、
両
小
学
校
で
は
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用

し
て
の
イ
ー
ジ
マ
グ
チ
を
織

り
交
ぜ
た
朝
の
読
み
聞
か
せ
。

伊
江
小
学
校
の
読
書
月
間
で
、

子
ど
も
た
ち
に
島
の
代
表
的

な
民
話
を
イ
ー
ジ
マ
グ
チ
で

語
ら
せ
る
試
み
。
西
小
学
校

の
「
ふ
れ
あ
い
給
食
」
で
、

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
と
給
食

を
食
べ
な
が
ら
イ
ー
ジ
マ
グ

チ
や
地
域
文
化
と
じ
か
に
ふ

れ
あ
う
取
り
組
み
。
中
学
校

で
は
、
島
の
お
年
寄
り
に
よ

る
民
話
講
演
会
の
開
催
や
、

独
居
老
人
宅
を
清
掃
後
、
お

年
寄
り
か
ら
昔
話
を
聞
き
取

る
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。 

  

問
　
学
校
現
場
で
授
業
の
一

環
と
し
て
、
方
言
教
室
の
開

催
は
で
き
な
い
か
。 

 

答
　
小
学
校
で
は
、
「
総
合

学
習
」
の
一
環
と
し
て
方
言

教
室
を
開
催
す
る
の
は
可
能

だ
が
、
講
師
の
選
定
が
課
題

と
な
り
、
地
域
の
協
力
的
な

支
援
が
必
要
で
あ
る
。
中
学

校
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領

で
総
合
的
な
学
習
の
時
間
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
、
進
学
に

伴
う
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
島
立

の
教
育
等
の
比
重
も
大
き
い

こ
と
か
ら
、
慎
重
な
検
討
が

必
要
で
あ
る
。 

  

問
　
青
年
層
へ
の
方
言
教
室

の
開
催
は
で
き
な
い
か
。 

 

答
　
イ
ー
ジ
マ
グ
チ
の
調
査

研
究
を
続
け
て
い
る
生
塩
睦

子
先
生
が
島
を
訪
問
さ
れ
た
際
、

方
言
講
座
を
開
催
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
昨
年
８
月
は
「
若

い
人
の
た
め
の
イ
ー
ジ
マ
グ

チ
講
座
」
を
開
催
し
、
教
師

や
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
の

皆
さ
ん
が
受
講
し
た
。
今
後

は
青
年
会
と
も
連
携
し
、
幅

広
い
世
代
が
参
加
可
能
な
講

座
を
開
催
し
た
い
。 

  

問
　
「
イ
ー
ジ
マ
グ
チ
の
日
」

を
定
め
、
シ
マ
グ
チ
大
会
や

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
で
き
な

い
か
。 

 

答
　
シ
マ
グ
チ
の
継
承
・
活

用
は
、
早
急
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
り
、

「
イ
ー
ジ
マ
グ
チ
講
座
」
な

ど
の
地
道
な
取
り
組
み
で
村

民
の
方
言
を
使
う
気
運
を
高

め
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。
生
涯
学
習
ま
つ
り
な

ど
を
通
し
て
、
イ
ー
ジ
マ
グ

チ
に
ち
な
ん
だ
行
事
の
開
催

が
企
画
で
き
な
い
か
検
討
し

た
い
。 

  

問
　
小
学
校
の
授
業
で
方
言

教
室
を
開
催
す
る
に
は
講
師

の
選
定
が
課
題
と
い
う
こ
と

だ
が
、
地
域
に
は
イ
ー
ジ
マ

グ
チ
の
衰
退
を
認
識
さ
れ
て

い
て
、
お
願
い
を
さ
れ
た
ら

即
引
き
受
け
て
く
れ
る
大
先

輩
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う
。

教
育
委
員
会
が
中
心
と
な
り

関
係
者
と
真
剣
に
人
選
を
し

て
お
願
い
す
れ
ば
、
そ
れ
ほ

ど
課
題
で
は
な
い
の
で
は
。 

 

答
　
学
校
の
授
業
の
場
合
、

そ
の
日
だ
け
講
師
を
す
れ
ば

い
い
の
で
は
な
く
、
前
も
っ

て
何
回
か
の
打
ち
合
わ
せ
も

あ
る
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
そ
れ
な
り
の
協
力
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
意
味
合

い
で
あ
る
。
地
域
の
方
々
を

人
材
活
用
し
て
い
け
る
よ
う

努
力
し
た
い
。 

  

問
　
以
前
は
、
い
ろ
い
ろ
な

公
民
館
講
座
が
開
催
さ
れ
て

い
た
が
現
在
も
あ
る
の
か
。

公
民
館
講
座
で
青
年
層
向
け

に
イ
ー
ジ
マ
グ
チ
講
座
を
開

設
し
て
は
ど
う
か
。 

 

答
　
現
在
、
公
民
館
講
座
は

パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
を
単
発

的
に
開
催
し
て
い
る
。
公
民

館
講
座
で
の
開
設
も
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。 

（7）　議会広報　いえそん 



議案番号 件　　名 概　　　要 結　果 

同意第１号 

同意第２号 

同意第３号 

同意第４号 

議案第６号 

議案第７号 

議案第８号 

議案第９号 

議案第10号 

議案第11号 

議案第12号 

議案第13号 

議案第14号 

議案第15号 

議案第16号 

議案第17号 

議案第18号 

議案第19号 

議案第20号 

議案第21号 

議案第22号 

議案第23号 

議案第24号 

議案第25号 

大城健男氏（新任）の選任に同意する。 

友寄正毅氏（新任）の選任に同意する。 

名嘉良雄氏（新任）の選任に同意する。 

名城政英氏（再任）の任命に同意する。 

２～３ページ参照 

同意 
(全会一致)

教育委員の任命について 

同意 
(全会一致)

固定資産評価審査委員の選任について 

同意 
(全会一致)

固定資産評価審査委員の選任について 

同意 
(全会一致)

固定資産評価審査委員の選任について 

原案可決 
(賛成多数)

平成22年度伊江村一般会計予算 

原案可決 
(全会一致)

平成22年度伊江村診療所特別会計予算 

原案可決 
(全会一致)

平成22年度伊江村国民健康保険特別会
計予算 

原案可決 
(全会一致)

平成22年度伊江村老人保健特別会計予
算 

原案可決 
(全会一致)

平成22年度伊江村後期高齢者医療特別
会計予算 

原案可決 
(全会一致)

平成22年度伊江村水道事業会計予算 

原案可決 
(賛成多数)

平成22年度伊江村船舶運航事業会計予
算 

原案可決 
(全会一致)

平成21年度伊江村一般会計補正予算
（第９号） 

現在の歳入歳出予算総額に9,370万2千円を増額。10ページ参
照。 

原案可決 
(全会一致)

平成21年度伊江村診療所特別会計補正
予算（第５号） 

補正額0円。医薬材料費等の増により、210万円を歳出科目の
予備費から医業費に組み替える。 

原案可決 
(全会一致)

平成21年度伊江村国民健康保険特別会
計補正予算（第５号） 

現在の歳入歳出予算総額に1,559万3千円を増額。主に実績見
込みによる一般被保険者療養給付費の増。 

原案可決 
(全会一致)

平成21年度伊江村老人保健特別会計補
正予算（第２号） 

現在の歳入歳出予算総額に30万円を増額。実績見込みによる
医療給付費の増。 

原案可決 
(全会一致)

平成21年度伊江村後期高齢者医療特別
会計補正予算（第３号） 

現在の歳入歳出予算総額に96万5千円を減額。主に国の軽減措
置による特別徴収保険料の減。 

原案可決 
(全会一致)

平成21年度伊江村水道事業会計補正予
算（第２号） 

現在の資本的収入支出予定額に7,200万円を増額。配水管・送
水管の工事費の計上による増。 

原案可決 
(全会一致)

平成21年度伊江村船舶運航事業会計補
正予算（第２号） 

現在の収益的収入支出予定額に3,842万1千円を増額。主に実
績見込みによる旅客運輸収益の増。 

原案可決 
(全会一致)

特別職の職員で常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の一部を改正する条
例 

村一般職員の期末手当との均衡を考慮し、村長、副村長、教
育長の期末手当の支給割合を引き下げる。 

原案可決 
(全会一致)

伊江村議会の議員の報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部を改正する条例 

村一般職員の期末手当との均衡を考慮し、議員の期末手当の
支給割合を引き下げる。 

原案可決 
(全会一致)

伊江村手数料条例に関する条例の一部
を改正する条例 

県から屋外広告物関連事務の移譲に伴う条例改正。屋外広告
物の許可申請手数料を定める。 

原案可決 
(全会一致)

伊江村文化財保護条例の一部を改正す
る条例 

文化財保護法の一部改正（平成11年法律160号）に伴い、所要
の文言整理を行う。 

原案可決 
(全会一致)

伊江村Ｂ＆Ｇ海洋センター管理条例の
一部を改正する条例 

２階ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑの使用料を定める。 
　【午前9時～午後5時】 
　　中学生100円、高校・大学生150円、一般200円　 
　【午後5時～午後9時】 
　　中学生150円、高校・大学生200円、一般250円 

原案可決 
(全会一致)

伊江村家畜市場の指定管理者の指定に
ついて 

指定管理者　沖縄県農業協同組合　 
　　　　　　代表理事理事長　伊波榮雄 
指定期間　　平成22年4月1日～平成27年3月31日 

第３回定例会　議案等の概要と審議結果 第３回定例会　議案等の概要と審議結果 平成22年3月9日～18日 

議会広報　いえそん　（8） 



議案番号 件　　名 概　　　要 結　果 

議案第29号 

議案第30号 

議案第31号 

議案第32号 

議案第33号 

意見書第２号 

決議第２号 

決議第３号 

決議第４号 

決議第６号 

決議第５号 

決議第７号 

決議第８号 

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

伊江村屋外運動場施設の指定管理者の
指定について 

原案可決 
(全会一致)

伊江村学校ＩＣＴ備品購入（学校情報
通信技術環境整備事業）の契約の変更
について 

変更による増額　　　119万700円 
変更後の契約金額　　2,282万700円 

農業用機械購入（地域活性化・経済危
機対策臨時交付金事業）の契約につい
て 

契約の方法　　指名競争入札 
契約金額　　　1,197万円 
契約の相手　　くみき伊江農機整備所 

指定管理者　（株）伊江島カントリークラブ 
　　　　　　代表取締役　新城良和 
指定期間　　平成22年4月1日～平成27年3月31日 

原案可決 
(全会一致)

阿良地区集会施設建設工事（建築工
事）工事請負契約について 

契約の方法　指名競争入札 
契約金額　　6,930万円 
契約の相手　(有)蔵下組・(有)宮城組　建設工事共同企業体 

原案可決 
(全会一致)

平成21年度伊江村一般会計補正予算
（第10号） 

繰越明許費に、浮魚礁漁場整備事業費475万円を追加する。 

原案可決 
(全会一致)

改正貸金業法の早期完全施行等を求め
る意見書 

深刻な多重債務問題を解決するため、国に対して次の施策を
求める。①改正貸金業法の早期完全施行。②自治体での相談
窓口を拡充するための支援。③セーフティネット貸付の充
実。④ヤミ金融の徹底摘発。 

原案可決 
(全会一致)

含みつ糖振興対策に関する要望決議 

国、県に対して次のことを要望する。①含みつ糖生産農家と
含みつ糖企業の経営安定に向け、分みつ糖地域と同等の支援
策を講ずる。②含みつ糖と再製糖との表示区分を明確にする
ため、含みつ糖の品質表示基準や原産国表示を規定する。③
含みつ糖の市況安定を図るため、主産地においては専任職員
による営農指導強化に取り組む。 

北部地域の医療格差を解消するため、国、県に対して次の施
策を要望する。①民間救急ヘリ「メッシュ」を沖縄県ドクタ
ーヘリ２号機とする。②県立の中・南部の病院を核とし、県
立北部病院等とドクターヘリ２号機を運用することを旨とす
る、医療連携体制の構築。③現在の県ドクターヘリと住み分
けを行い、本島周辺離島各地域を過不足なくカバーできる体
制の構築。 

原案可決 
(全会一致)

北部地域救急ヘリ事業存続に関する要
望決議 

原案可決 
(全会一致)

米軍基地に起因するさまざまな事件・事故から県民の生命・
財産と人権を守り、県民の福祉の向上を図るため、国に対し
て日米地位協定の抜本的な見直しを行うよう要望する。 

原案可決 
(賛成多数)

日米地位協定の見直しに関する要望決
議 

現在の那覇空港は、2015年頃には航空旅客需要の増加に対応
できないとされており、また航空機事故などの際の代替機能
確保の面からも第２滑走路の整備が必要であるため、国に対
して滑走路間隔1,310m案による第２滑走路の早期整備を要望
する。 

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

那覇空港拡張整備に関する要望決議 

原案可決 
(全会一致)

国の「事業仕分け」において、国立青少年交流の家等は、国
の事業としては廃止すべきとの評価がされた。渡嘉敷村の国
立沖縄青少年交流の家は、離島という地理的・経済的条件か
ら自治体・民間での維持・継続は大変困難である。この国の
次代を担う青少年の健全育成の場として、今後も国が継続的
に運営することを要望する。 

飲酒運転を根絶し、青少年の深夜徘徊や飲酒をなくし安全で
安心して暮らせる社会と青少年の健全育成を確立するため、
次の運動などを実践することを誓い、宣言する。①運転する
なら酒を飲まない。②酒を飲んだら運転しない。③運転する
人に酒を勧めない。④家族が酒を飲んだら迎える、安全に帰
る、無事帰る。⑤少年に酒類を売らない、勧めない。 

国立沖縄青少年交流の家存続に関する
要望決議 

飲酒運転及び未成年者飲酒問題の根絶
に関する宣言決議 

フェリー建造調査特別委員会設置に関
する決議 

フェリーが新しく建造されるにあたり、議会として先進の現
場の状況調査をするため特別委員会を設置する。 
　１．名称　　　　フェリー建造調査特別委員会 
　２．設置の根拠　地方自治法第110条及び委員会条例第５条 
　３．目的　　　　フェリーの新造船建造に関する調査 
　４．委員の定数　10人（全議員） 
　５．調査期限　　調査終了まで閉会中もなお調査を行う 

議案第26号 

議案第27号 

議案第28号 

原案可決 
(全会一致)

伊江村農産物第２集出荷センターの指
定管理者の指定について 

原案可決 
(全会一致)

伊江村花き集出荷場の指定管理者の指
定について 

原案可決 
(全会一致)

伊江村村民レク広場の指定管理者の指
定について 

指定管理者　（株）伊江島カントリークラブ 
　　　　　　代表取締役　新城良和 
指定期間　　平成22年4月1日～平成27年3月31日 

指定管理者　沖縄県花卉園芸農業協同組合 
　　　　　　代表理事組合長 外間勝嘉 
指定期間　　平成22年4月1日～平成27年3月31日 

指定管理者　沖縄県農業協同組合 
　　　　　　代表理事理事長　伊波榮雄 
指定期間　　平成22年4月1日～平成27年3月31日 

（9）　議会広報　いえそん 



補
正
予
算
質
疑 

補
正
予
算
質
疑 

● 平成22年３月補正予算一覧表 ● 

　３月定例会の補正で、一般会計予算に9,370万２
千円が追加されました。 
　主に国の第２次補正で創設された地域活性化・き
め細かな臨時交付金（9,252万1千円）の計上による
増額です。 
　この交付金は、老朽化した水道管の取り替え、教
員宿舎のリフォーム、中学校のバックネット補強等
の工事費に使われます。 

問
　
戦
跡
保
存
費
の
追
加
刻
銘
手
数
料
。
芳

魂
之
塔
、
Ｌ
Ｃ
Ｔ
事
故
の
刻
銘
追
加
は
そ
れ

ぞ
れ
何
人
か
。 

答
　
芳
魂
之
塔
で
追
加
刻
銘
９
人
、
修
正
２

人
の
合
計
11
人
。
Ｌ
Ｃ
Ｔ
事
故
の
追
加
刻
銘

が
４
人
。 

 

問
　
保
育
所
費
の
賃
金
２
３
７
万
３
０
０
０

円
の
増
額
。
賃
金
は
未
払
い
な
の
か
。 

答
　
３
月
分
の
不
足
額
で
あ
る
。
２
月
分
ま

で
は
支
払
い
が
済
ん
で
お
り
未
払
い
は
生
じ

て
い
な
い
。 

 

問
　
街
路
樹
や
公
園
、
村
の
公
共
施
設
等
の

樹
木
剪
定
は
、
あ
る
程
度
の
基
準
や
方
針
を

持
っ
て
行
っ
て
い
る
の
か
。
空
間
は
い
く
ら

で
も
あ
る
の
に
、
上
ま
で
枝
を
詰
め
て
剪
定

し
て
い
る
の
も
あ
る
が
、
業
者
の
感
性
に
任

せ
て
い
る
の
か
。 

 

答
　
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
業
者
と
具
体
的

な
調
整
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
技
術
的

な
基
準
は
な
い
。 

 

問
　
さ
と
う
き
び
原
苗
ほ
設
置
委
託
料
の
説

明
で
50
ａ
か
ら
70
ａ
へ
の
増
と
い
う
こ
と
だ

が
、
植
え
付
け
場
所
は
Ｊ
Ａ
の
農
民
農
場
な

の
か
、
ま
た
は
農
家
へ
委
託
し
て
栽
培
を
さ

せ
て
い
る
の
か
。 

原
原
種
農
場
か
ら
と
れ
る
原
苗
ほ
の
品
種
は

何
種
類
あ
る
の
か
。 

 

答
　
設
置
委
託
は
、
農
協
に
再
委
託
し
て
い

る
。
品
種
は
農
林
８
号
が
30
ａ
、
農
林
９
号

が
20
ａ
、
農
林
15
号
が
15
ａ
、
農
林
25
号
が

５
ａ
の
４
品
種
で
あ
る
。 

　
農
林
15
号
が
黒
糖
に
適
し
た
品
種
で
あ
る
為
、

も
う
少
し
普
及
さ
せ
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。 

 

問
　
こ
の
一
、
二
年
で
村
内
の
デ
イ
ゴ
が
ほ

と
ん
ど
枯
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
放
置

す
れ
ば
、
島
か
ら
デ
イ
ゴ
が
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。
対
策
は
あ
る
の
か
。
ど
う
い
う

病
気
な
の
か
。 

               

答
　
デ
イ
ゴ
ヒ
メ
コ
バ
チ
が
デ
イ
ゴ
に
寄
生

し
枯
死
さ
せ
て
い
る
。
村
内
の
ほ
と
ん
ど
の

デ
イ
ゴ
に
も
入
っ
て
お
り
、
危
機
的
な
状
況

で
あ
る
。
対
策
と
し
て
、
新
芽
が
固
ま
る
ま

で
の
約
半
年
間
、
消
毒
を
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
村
全
域
で
防
除
す
る
の
は
非
常
に
困

難
。
残
す
べ
き
マ
ー
ガ
や
ビ
ー
チ
の
デ
イ
ゴ

を
重
点
的
に
消
毒
し
て
い
る
。 

 

問
　
幼
稚
園
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
賃
金

44
万
円
の
減
額
。
１
日
の
賃
金
計
算
だ
っ
た

が
、
午
前
中
で
済
ま
せ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

午
前
中
で
十
分
と
い
う
こ
と
か
。 

新
年
度
は
半
日
で
計
上
し
て
い
る
の
か
。 

 

答
　
本
人
の
都
合
で
午
前
中
の
勤
務
と
な
っ

た
。
支
援
員
の
希
望
者
が
少
な
く
、
仕
方
な

く
そ
の
方
を
採
用
し
た
。 

幼
稚
園
教
育
の
充
実
の
た
め
に
は
、
１
日
２

人
体
制
が
望
ま
し
い
の
で
、
新
年
度
は
１
日

分
で
計
上
し
て
い
る
。
広
報
等
で
早
め
に
募

集
を
か
け
た
い
。 

 

問
　
送
水
管
整
備
は
、
実
際
は
１
８
０
０
ｍ

く
ら
い
し
か
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
の
説
明
だ

が
、
図
面
で
は
２
７
０
０
ｍ
計
画
さ
れ
て
い

る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。
漏
水
問
題
が
指
摘

さ
れ
る
な
か
、
早
急
に
予
算
を
組
ん
で
で
も

こ
の
区
間
を
一
気
に
仕
上
げ
る
の
が
筋
で
は

な
い
か
。 

 

答
　
あ
く
ま
で
整
備
計
画
図
で
あ
り
、
ま
だ

全
体
の
図
面
は
で
き
て
い
な
い
。
計
画
は
２

７
０
０
ｍ
だ
が
、
６
０
５
０
万
円
の
予
算
で

で
き
る
範
囲
は
、
２
㎞
弱
を
想
定
し
て
い
る
。 

漏
水
箇
所
に
つ
い
て
は
、
既
に
修
理
が
完
了

し
て
い
る
。 

一般会計 

診療所特別会計 

国民健康保険特別会計 

老人保健特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

水道事業会計 

船舶運航事業会計 

65億5,137万6千円 

１億6,763万6千円 

10億1,248万8千円 

1,400万8千円 

5,360万4千円 

１億389万1千円 

5億5,119万3千円 

（9,370万2千円） 

（0円） 

（1,559万3千円） 

（30万円） 

（△96万5千円） 

※資本的支出（7,200万円） 

※収益的収入支出（3,842万1千円） 

補正後の予算総額（補正額） 会計名 

ヒメコバチの被害で元気のないマーガのデイゴ 

議会広報　いえそん　（10） 



ありや  いちゃなてぃうよ～ 
平成22年３月定例会　予算質疑：アハシャガマの道路について 

追跡 追跡 
ビフォー

アフター
 

　
ア
ハ
シ
ャ
ガ
マ
の
前

の
道
路
は
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
と
ゴ
ル
フ
場
の
フ

ェ
ン
ス
が
突
き
出
て
い

る
た
め
、
道
幅
が
狭
く
、

車
が
交
差
で
き
な
い
状

況
だ
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

さ
え
取
り
除
け
ば
交
通

に
支
障
が
な
く
な
る
。

検
討
で
き
な
い
か
。 

　
移
動
が
可
能
か
現
場

を
見
て
検
討
し
た
い
。 

　
平
成
22
年
度

予
算
の
道
路
維

持
補
修
費
で
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
の

撤
去
と
フ
ェ
ン

ス
が
移
動
さ
れ
、

平
成
22
年
4

月
30
日
に
道
路

整
備
が
完
了
し

ま
し
た
。
道
幅

も
広
く
な
り
安

心
し
て
通
行
で

き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

質
問
 

答
弁
 

議案番号 件　　名 概　　　要 結　果 

報告第１号 

議案第34号 

議案第35号 

議案第36号 

議案第37号 

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

報告 

原案可決 
(全会一致)

原案可決 
(全会一致)

教育に関する事務の管理及び執
行の状況の点検及び評価の結果
に関する報告書の提出について 

平成21年度伊江村一般会計補正
予算（第11号） 

平成21年度伊江村診療所特別会
計補正予算（第６号） 

平成21年度伊江村国民健康保険
特別会計補正予算（第６号） 

平成21年度伊江村水道事業会計
補正予算（第３号） 

現在の歳入歳出予算総額に247万4千円を増額。主に
県の財政調整交付金確定に伴う国保財政調整基金へ
の積立。 

「平成21年度伊江村教育主要施策」に掲げた学校教
育、社会教育、社会体育の重点項目、優先事業がど
の程度達成されているか等についての報告。 

現在の歳入歳出予算総額に1,824万8千円を減額。主
に実績見込みによる各事業費の減。 

現在の歳入歳出予算総額に466万4千円を増額。主に
実績見込みによる診療手数料の増。 

現在の収益的支出予定額に640万円を増額。電気透
析装置の故障による県企業水の受水費の増。 

（平成21年１月１日～12月31日） 平成21年議会運営の状況 

区分 

定例会 

臨時会 

計 

回数 

4回 

9回 

13回 

延日数 

16日 

9日 

25日 

本会議 

13日 

9日 

22日 

 

2日 

0日 

2日 

 

71件 

29件 

100件 

村長 
提出議案 

特別 
委員会  

2件 

1件 

3件 

一般質問 

10人 

0人 

10人 

傍聴人 

25人 

2人 

27人 

議員 
提出議案 

平成21年の伊江村議会の運営状況は次のとおりです。 

議案等の概要と審議結果 議案等の概要と審議結果 第４回臨時会　平成22年３月29日 

（11）　議会広報　いえそん 



http ://www. iej ima.org/ ieg ika i/ 
（伊江村のホームページからもアクセスできます。） 

▲村制100周年記念碑除幕式 

▲玉城局長退職記念撮影（第４回臨時議会） 

▲伊江島ゆり祭りオープニング 
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議 会 の 活 動 議 会 の 活 動 議 会 の 活 動 議 会 の 活 動 議 会 の 活 動 議 会 の 活 動 

１日 村国営土地改良事業推進協議会（議長） 
２日 議員全員協議会 
３日 議会運営委員会 
８日 村地域活性化交流促進協議会（議長） 
９日 第３回定例議会 
12日 伊江中卒業式（議員） 
13日 ファーマーズやんばる店・伊江島特産品フェア（議長） 
14日 名桜大学卒業式（議長） 
19日 伊江・西小卒業式、伊江島バイオエタノール 
 プラント閉幕式（議員） 
20日 伊江村郷友会親睦・交流ゴルフ大会（議員） 
24日 平成21/22年期さとうきび出荷実績報告会 
 及び臨時総会（議長） 
25日 名桜大学公立大学法人化感謝の夕べ（議長） 
26日 陸上自衛隊第15旅団新編行事（議長） 
27日 北部市町村議会議長会定例理事会・総会、北 

 部広域市町村圏事務組合議会定例会（議長） 
29日 第４回臨時議会 
30日 村社会福祉協議会評議員会（議長） 
31日 退職者辞令交付式（議長） 

１日 辞令交付式、北部広域市町村圏事務組合議会 
 臨時会（議長） 
３日 名桜大学入学式、北部地区医師会附属病院 
 （心臓血管センター）開院記念式典・祝賀会 
 （議長） 
６日 琉球新報活動賞・地域伝統文化功労賞合同 
 祝賀会（議員） 
８日～９日　宮古島市議会・石垣市議会へ県離島振 
 興町村議長会への加入要請（議長） 
10日 第18回伊江島一周マラソン大会（議員） 
12日 イージマ郷友会高校新入学生激励会（議長） 
15日 伊江村振興計画審議会（議長） 
16日 村青年会総会（議長） 
17日 第15回伊江島ゆり祭りオープニング(議員) 
18日 アーニーパイル慰霊祭（議長） 
19日 県道路関係６団体理事会（議長） 
21日 芳魂之塔平和祈願祭（議員） 
 村婦人会総会（議長） 
22日 村老人クラブ連合会総会 
 新任教職員歓迎会（議員） 

25日 米軍普天間飛行場の早期閉鎖・返還と県内 
 移設に反対し、国外・県外移設を求める県民 
 大会（議員） 
27日 うるま市議会・南城市議会へ県離島振興町村 
 議長会への加入要請（議長） 
28日 県町村議会議長会定例理事会、県・市町村行 
 政連絡会議（議長） 
30日 フェリー建造調査特別委員会（議員） 

…………………………………………………………………………………… …………………………………………………………………………………… 平成22年５月 
８日 沖縄県スナッグゴルフ伊江島大会（議員） 
11日 北部広域市町村圏事務組合議会臨時会、 
 北部市町村議会議長会第１回理事会・総会 
 （議長、局長） 
15日 沖縄県植樹祭（議長） 
17日～20日　フェリー建造調査特別委員会視察（議員） 

22日 やんばる駅伝競走伊江島大会（議長） 
24日 村社会福祉協議会評議員会（議長） 
25日 村人材育成会理事会・評議員会（議員） 
25日～27日　全国離島議長会役員会（議長） 
28日 村商工会総会（副議長） 

議会中継 
やっています！ 

役場庁舎１階、各区公民館、３学校 
など、村内の公共施設に設置されたパソコ
ンやテレビで議会（定例会のみ）のライブ
中継をご覧いただけます。 

議会中継 
やっています！ 

役場庁舎１階、各区公民館、３学校 
など、村内の公共施設に設置されたパソコ
ンやテレビで議会（定例会のみ）のライブ
中継をご覧いただけます。 

平成22年３月31日付　定年退職 

議会事務局長　玉城 徳久 

平成22年４月１日付（　）は前職 
議会事務局長　照屋 善市（企画総務課長） 

伊江村議会ホームページで最新情報を！ 

人事異動の 
お知らせ 

議会広報　いえそん　（12） 




